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研究分野：数学 
科研費の分科・細目：数学・代数学 
キーワード：K3 曲面, 6 次曲線, 基本群, 格子理論, 超越格子，超特異性 
 
１．研究計画の概要 

 本研究の目的は，K3曲面に関する多種
多様な問題に対して次の研究活動を行う
ことにより，従来の研究をさらに大規模に
発展させるとともに異なる研究方法の間
との相互作用をうながすことである． 
 まず，格子理論的計算に還元できる部分
を確定する．還元できる部分に対しては，
汎用性の高いアルゴリズムを書いて計算機
に実行させる．できるだけ多数の研究集会
に参加して格子理論と計算機の組み合わせ
の強力さを宣伝し，多くの研究者を格子理
論と計算機によるK3曲面の研究に巻き込
むことを目指す 
 還元できない部分，とくに具体的な定義
方程式を必要とする問題に対しては，グレ
ブナー基底を用いたアプローチを試みる．
さらに，格子理論的データ以外の量（クリ
スタル周期，ブラウア群など）を計算機で
取り扱う手法を開発する． 
 
２．研究の進捗状況 
 ザリスキ・ファンカンペンの定理を一般化
し，グラスマン双対超曲面の補集合の基本群
に対する応用を得た． 
 単純特異点のみをもつ複素 6次曲線の格子
理論的分類を系譜関係までこめて完成させ，
すべての格子理論的ザリスキカップルを得
た．さらに，2 重被覆に対して非自明な分裂
曲線をもつ単純 6 次曲線をすべて求めた．  
 曲面の定義方程式から超越格子を求める
アルゴリズムを開発した．これを 4 本の直線
に沿って分岐する射影曲面の巡回被覆に応
用して，この曲面のネロン・セヴェリ格子の
構造を調べた． 
 有限体上の線形空間のグラスマン多様体

の直積の中で，線形部分空間とそのフロベニ
ウス像の包含関係により定義される部分多
様体を調べた．この多様体の超特異性と単有
理性を証明し，さらに代数的サイクルのなす
格子を記述した． 
 標数 5 の超特異 K3 曲面で，アルティン不
変量が小さいものの射影モデルについて研
究した．その結果，アルティン不変量が 2 以
下の超特異 K3 曲面の射影モデルを明示的に
書き下すことができた． 
 2008 年 11 月に名古屋大学において連携研
究者の金銅誠之とともに研究集会「Algebraic 
Geometry in Positive Characteristics and 
Related Topics」を開催した．  
 2009 年から 2011 年まで，毎年 3 月に，広
島大学および首都大学東京において研究集
会「Branched Coverings, Degenerations, 
and Related Topics」を開催している．これ
は，複素代数多様体の位相幾何学的研究とト
ポロジーにおけるノットの研究の相互作用
を促すことを目標とする研究集会であり，午
前中は 1−2 名の講師による連続講演，午後は
研究発表というスタイルをとっている．多く
の研究成果が発表され，活発な研究討議が行
われた． 
 
３．現在までの達成度 
 
② おおむね順調に進展している 
（理由）格子理論的計算に用いるプログラム
を高速化し，長年の問題であった単純特異点
のみをもつ複素 6次曲線の格子理論的分類を
完成させることが出来た．さらに超特異 K3
曲面について，具体的な定義方程式を求め
る一般的な方法についての方針を得た． 
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４．今後の研究の推進方策 
 格子理論的計算に用いるプログラムをさ
らに高速化し，使いやすいものにする．超特
異 K3 曲面の射影モデルを研究し，小さい標
数での超特異 K3 曲面およびその自己同型の
明示的な構成を目指す． 
 毎年恒例の研究集会「Branched Coverings, 
Degenerations, and Related Topics」を引き
続き開催し続ける． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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